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店カポルト引張接合・長締め形式に関する研究（その3)

武蔵工大

武蔵工大

正員

正貝

1. はじめに

現在、紐橋の現場接合には高カポルト序擦接合を用いることが極めて一般的であり、引張接合を用いることは

稀である。ポルト柑方向の力を伝達すると同時にポルト韓直角方向にせん断力を伝える高カポルト引張接合は．

序擦接合を兼ねたより多元的な接合であり、その洋動も複雑である．そのため、摩擦接合に比べ、実用化の遅れ

るところとなった。引張接合は、構造形式によリ短締め形式と長締め形式に分類される．前者は、荷重の小さな

建箱構造物の梁一柱接合に実/fl的な接合形式として用いられており、その研究も比較的多い．それに対して、後

者の施工例は極めて少く、その研究もほとんどなされていない．本論は、斜張橋や吊橋の主塔等の大型土木構造

物に有利とされる後者を対象として、その力学的性状、および繰り返し荷重に対する挙動を明らかにすることを

目的とする．

2. 拭険体と試険慨

試験体は、 SS41綱材で製作され、両端にね

じ部をもつ F8TM20の高カポルトで接合した

ものである．形状・寸法を図ー 1に、分類を

表ー 1に示す。使JI]した試験機は、本学構逍

実験棟Q)士50ton)j能疲労試験磯である．

:.l • t妥，部の廂りJ

ポルトを締め付けることによって各部にど

のような,111げモーメントや槌力が分布するの

がまた、荷爪を栽荷することによってその分布はど

のように変化するのかを把握することは、実際上極め

て重要である．そのため、静的引張および圧縮試験を

行い、 RibPlate・IIJ: 材の詳細な歪分布を ill~定した．図

-2は、 C-1'試険体のRibPlate上端と下端の11).

叫 hi当たりの帷｝」の4『ill杖荷に伴う変化を、歪分布測

定値より計打．した結果である．上端では川材側の変化

に比べて、 FreeEnd側の変化は非常に小さいが、下端

ではほぽ一様になっている．—-―-は、岱爪枝荷に

よって生じた1ぷ力がII}材・!libPlate全断面に一様に分

布した出合、 IUbPlate内に生ずる単位糾当たりの帷

力を表わしている．これよリ、接合面付近では全断面

が-f¥1/illに対して行効であると判断できる．また、引張

の場合と圧縮の場合の輯｝」の変化の絶対値はほぽ等し

ぃ．これより、接合部は引張荷頂に対しても圧縮荷阻

に対してもほぽ同等な性状を持つことは明らかである．

表ー 1
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試験体の分類・

試験体 t見咄 tRlmib m1 初/張to力nl 

8-1' 13.8 
10 25 

B-2' 7.4 

C-11 25 10 14.6 

D-1' 25 25 14.7 

図ー 2

図ー 1 試験体の寸法・形状

点

点

謁

P
C
u
e
o
hし
測

0

0

 

o
h
 

5

9
鰭
力
の
変
化

k
 

（
 

三
I I 

苺＊ォ：

, '  
＇ ----1 

！ 
---1 

-500 

0

0

-'
o
 I

 
-― 

500
；

力

の

変

化

5

g

-

1
 

―― 
やrn枝f.rtによるRibPlateの帷力の変化

563 



土木学会第41回年次学術講演会（昭和61年11月）

'1. 楳り返しZ,-lj![Cによるポルト輯力の絃少

ここでは、ポルト軸J」(/)減少に;?'f[Jした妓労試験を

行った．

戟荷パターンは、荷阻の上限をポルト初張J」和の90

％、下限を10%とする片振り引張戟荷とした．戟荷速

I 10 
0 l! !! ! aa 

腹はJOO-JJOr.p.讚．、繰り返し数は 200万回である． ぞ1.0

戟荷繰り返し数とポルト輯力減少串（ポルト軸力の政籍 2.0
ヵ

少1¥1:(!)初張力に対する百分串）の関係を図ー 3に示す．減
少

B-1'試験体におけるポルト輯力の減少が他の試喩
寧 3.0
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体に比べて凱岩に見られるが、これは!lasePlaLeが塑

性変形したためである．しかし、この場合でも減少半

は3%に留まっている．このことから、本試験体は、

繰り返し荷重に対して非常に有利であると言える．

5. ポルト付加輯力の守限的評価

高}Jポル臼lりm妾合は、引張荷重戟荷に伴いある一定の勾配でポルト輯力が増加する．この勾配をポルト付加

輯}J係数 a と呼ぶ• aの値がある一定の値を越えるとポルトの応力振幅が大になり、疲労強度にも影響を及ぽす

と、思われる．ここではポルト付加柑力係数 aの定且的評価を試みた．接合部をパネ系とみなしたモデルを考える
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図ー 3 戟莉籟り返し数ーポルト籟力減少亭閲係

とaは次のように表わされる．
(11 

1 
a= 

1 + Krib/Kbo + Krib/Kbuse 

I< rib ; 接合部の縮削1生
Kbo ; ポルト 0)/lll~jlji'I:
Kbase;Llusc Plate(/)たわみ閉性

各削性の決定は次のように行った. 1) Kribは。母材・Rib

Plateの全断面積を有効と考え、実際の応力分布等を考Iiiした

補iじ値をmいて決定した. 2) Kboは、ナットから接合面まで

をボルトの有効長さとして決定した. 3) Kbaseは、図ー 4に

示すような RibPlate部分を含むllase・plate弾性解析モデルを

考え、有限要素法(2)により求めた．表ー 2に、 aのモデルによ

"・ 

‘ 図ー4 Base Plate解析モデルとその憂素分割

る計罪値と静的引張試験における実測値を比較して示す.Dase Plateが

比較的薄い B-2'試験体では計算値と実狙値に相異が見られる．これ表ー2 ポルト付加籟力係数aの計算値と実測値

は、 llasePlateの塑性変形が一つの原因であると思われる.llase Plate 

がそれに比べて1且いC-1'試験体、 D-1'試験体ではほぽ一致した．

本モデルでの“の定批的評価はある程度可能であると思われる． 讐讐
6. むすび I D-1'I 0.029 I 0.030 

本品ではこの他に、母材相互のM心の学動に対する影野を調ぺ．それが極めて小さいことを確認した．本論に

より．引張接合・長締め形式の力学的性状、繰り返し荷重によるポルト軸力の政少状況、ならびに母材相互の絹

心の影評をほぽ1リJらかにすることができた．
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